
「
草
原
を
守
る
」

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
光
岡

明
氏

（作
家
、
く
ま
も
と
楽
座
評

定
会
座
長
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
、
大
滝
典
雄
氏

（阿
蘇
地
区

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
代
表
）
、

河
崎
淳
夫
氏

（
阿
蘇
郡
町
村
会

長
）、
本
町
の
田
上
安
盛
氏

（野
焼

き
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
受
け
入
れ
地
区

代
表
村
山
区
長
）
、
永
田
絵
里
子

氏

（野
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
参
加

者
代
表
、熊
大
４
年
生
）
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
、
明
日
の
阿
蘇
の
草

原
を
い
か
に
守
る
か
を
、
パ
ネ
ル

デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
し
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ヨ
ン
に
先
立
ち
、
「
草
原
募
金
」

の

一
部
を
活
用
し
作
成
さ
れ
た
ビ

デ
オ

「千
年
の
草
原
」
の
上
映
会

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ビ
デ
オ
は

郡
内
の
各
小
中
学
校
に
配
布
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
に
匹
敵
す
る
阿
蘇
の

草
原
を
守
る
た
め
、
都
市
と
農
村

の
人
々
が
、
互
い
に
連
携
を
と
り

な
が
ら

「
阿
蘇
の
草
原
」
を
守
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

くまもと楽産キヤンヘーン

主催 くまもと楽摩評定会 熊本日日新聞社

鰤5-千年の草原シジボ∫
一孝
ス
カ
ッシ
ョ
ン
テ
ー
マ

ノZry″F「 野の花と風薫る郷力ら 面
蘇
十
年
の
草
凛
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

阿
蘇
の
草
原
を
守
ろ
う
と

「熊
本
楽
座
　
阿
蘇
千
年
の
草
原
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
平
成
９
年
よ
り
展
開
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
総
括
と
し
て

「草

原
を
守
る
」
と
題
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
十
月
九
日

（土
）
、
阿
蘇
町
の

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■9
NOVEMBER
No.483

１

４

・

一■
■|

TIIE NEWSPAPER OF TAKAMORITOWN

●   ●

i[f,8"49

高轟ライオンズクラブ結成30周年で
風まる暑 (介護保臓車 )をヨ贈

社会奉仕を目的に結成されているライオン

ズクラブは毎年、各地で様々な事業に取り組

んでいます。今年が高森ライオンズクラブの

結成 30周年ということで、来年 4月 から開
始される介護保険事業の役に立てばと介護保

険用の車両が町に寄贈されました。

上色見の総率さん

自作の自慢の絵画を寄贈

上色見で絵を描かれている松本透さんが、大

きな見事な絵画を町に寄贈されました。ただい

ま町民体育館に展示していますので是非ご覧く

ださい。

● 0

10月 24日 から開催された、くまもと未来国体テニス競

技大会は27日 の成年男子 (久木野会場・グリーンピア南

阿蘇)、 成年女子・少年男子・少年女子 (高森会場・高森

町民体育館及び休暇村南阿蘇)の決勝戦を  、
終え、無事閉会することができ、来年開催  

。ミ

の冨山県へとバ トンタッチをしました。

(関連記事 P6～ P9)

鐸

輌 曰贈 目
・
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警 "で 霊

=雪

鞭 暉 勒 螂 膵 岬 暉
盆
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_二…__繭 纏鵬

風まるキツズ 活動中〃

子育ての悩み 話し合いましょう

毎週水曜日 10半時からお昼まで

高森町中央公民館 (昭和)

時間・場所が変更になることがあります。

おたずねは保健衛生係までどうぞ。
1

秋のちつちゃな運動会 9/23 手作り人形劇 8/25

■
■

Ｔ

■
摩 3

田丁
民
ヨヨ
魔R

I早

1.水と緑と上のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

ゝ 隋 輔 轍 雉 議 鑢 襲 艤 由 臨 繭 _申

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒869-1602熊 本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 TEL 09676-2-111l FAX 09676-2-1174

《≫ 星議
森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用 しています。
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お

雉

ら

せ

と

お

礼

町
道
上
洗
川
～
長
迫
線
の
用
地
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
七
年
ハ
周

一
一
日
付
け
の
広
報
た
か
も
り
紙
饉
用
地
交
渉
専

門
委
員
で
あ
ら
れ
た
野
尻
紹
光
氏
の
詳
細
な
る
経
過
報
告
が
掲
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
未
解
決
の
ま
ま
地
元
関
係

者
は
も
と
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
こ
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
関
係
地
権
者
後
藤
〔中翻人
抵
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
て
、
円
満
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
〇
年

一
月

一
八
日
の
前
原
区
の
初
〈蚕
に
お
曖
で
早
期
解
決
の
た
め
区
長
以
下
三
役
が
真
摯

に
交
渉
に
当
た
る
べ
き
旨
の
決
議
が
な
さ
れ
、
翌

一
九
日
、
後
藤
』轟
人
氏
宅
に
で
区
長
以
下
三
役
立
会
の
も
と
、
後
藤
［中醸人
民

か
ら
改
め
て
従
来
の
経
線
を
説
明
さ
れ
、
当
時
の
関
係
者
か
ら
前
記
報
告
書
で
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
や
手
続
の
誤
り
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
た
上
率
直
に
お
詫
び
を
申
し
上
げ
、
こ
れ
に
よ
り
後
藤
富
人
氏
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
場田

承
っ
て
お
り
ま
す
。

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ろ
ゆ
ろ
な
経
緯
か
ら
長
年
に
一里
り
関
係
地
区
の
各
位
の
叡
慮
を
煩
わ
し
、
燃
に
後
藤
鬱
翻人
氏
並
び

に
そ
の
名は
家
族
の
立
場
を
傷
つ
け
不
愉
快
な
憲
掛
を
さ
せ
た
こ
と
に
つ
き
心
か
ら
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
地
域
発

展
應
果
た
す
本
釘
道
の
有
用
性
に
つ
勝
で
曝」
理
解
の
上
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
き

一
欄
こ
買
恕
さ
れ
て
用
地
提
供
に
応
じ
て
い

た
だ
い
た
同
氏
に
対
』
深
機
の
議
意
を
表
す
る
と
共
に
、
問
題
解
決
の
た
あ
格
別
の
霧」
尽
力
を
り
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
対
し

簿
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
後
藤
〔』瞳人
民
か
電り
〈フ
後
こ
の
よ
う
な
問
題
が
一
一度
と
意
曙
饉
起
こ
ら
な
伊
よ
う
集
落
及
び
町
に
斌
し
τ
強
く
要
望
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
上
は

一
国
も
撃
く
道
路
を
完
成
さ
せ
、
ま
す
ま
す
地
域
の
経
済

・
文
化
の
発
展
に
資
す
べ
く
手
続
を
進
め
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
の

一
麗
の
率」
理
解
こ
協
力
を
お
願
掛
致
し
ま
し
て
町
民
の
皆
様
へ
の
ご
報
告
と
掛
た
し
ま
す
。

平
成
十

年
十
C=〕

た」

十
九
日

法
律
相
談

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と

き

十

一
月
二
十
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

●  ●

F総

森

爾y
F菫
壼竃

●  ● 参

拳寸

彎

イ詈
1嬬鵞

母
子
家
庭
相
談

県

の
専
門

の
相
談
員
が
生
活
や

悩
み
ご
と
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と

き

十

一
月
二
十
五
日

（本
）

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
役
場

町
民
相
談
室

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と

き

十

一
月
二
十
六
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉

に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会

で
は

次

の
と
お
り
心
配

ご
と
相
談
所
を

開
設

い
た
し
ま
す
。
地
元
民
生
児

童
委
員

の
心
配

ご
と
相
談
員
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
十

一
月
十
九
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き

十

一
月
二
十
六
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
十
二
月
七
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

働
く
は

「
は
た
」
（ま
わ
り
）
を

楽

に
さ
せ
て
、
そ
れ
で
自
分
も
楽

に
な
る
こ
と
で
す
。
働

い
て
楽

に

な
る
そ
ん
な
矛
盾
す
る
こ
と
が
あ

る
も
の
か
と
お
も
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
仕
事
も
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
も

本
質
は
働
く

こ
と
で
は
な

い
で
し

よ
う
か
？
違

い
は
金
品
等

の
報
酬

が
あ
れ
ば
仕
事
、
な
け
れ
ば
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
。
ど
ち
ら
も
相
手

（ま

わ
り
）
が
楽
に

（気
分
良
く
）
な

り
、
そ
れ

で

い
て
自
分
も
楽

に

（楽
し
く
）
な
る
こ
と
が
で
き
る
そ

れ
が
本
来
で
し
ょ
う
。

今
回
、
国
体
を
は
じ
め
高
森
寮

の
福
祉
ま

つ
り
な
ど
に
も
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
相
手
は
と
も
か
く
自
分
自

身
満
足
で
き
ま
し
た
か
？
自
分
が

楽
し
く
な

い
の
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
嫌
々
だ

っ
た

り
、
強
制
的
だ

っ
た
り
の
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
だ

つ
た
ら
面
白
く
あ
り
ま

せ
ん
ね
？
仕
事
も
同
じ
こ
と
、
ど

う
せ
す
る
な
ら
働
き

ま
し
よ
う
。

楽
し
く
や
り
ま
し
ょ
う
。

週
休
２
日
制

の
普
及
や
平
均
寿

命
の
延
び
て
い
る
今
日
、
余
暇
利

用
の
絶
好
の
活
用
法
が
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今

日
で
は
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
で
働
く

こ
と
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
浩

Ｈ
月

１４
日

Ｈ
月

２１
日

Ｈ
月

２３
日

Ｈ
月

２８
日

１２
月

５

日

１２
月

１２
日

１２
月

１９
日

１２
月

２３
日

立

野

病

院

窒
③
‐０
１
１
１

寺

崎

医

院

ａ
②
‐０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

容
②
‐３
３
５
１

渡

辺

内

科

公
０
１

７
７
７

後

藤

医

院

●
⑦
‐０
０
１
９

立

野

病

院

容
③
‐０
１
１
１

立

野

病

院

容
③
‐０
１
１
１

藤

本

医

院

容
⑦
‐０
０
２
０

美都合により変更になる場合があります。 阿蘇広域行政事務組合消防本部
テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099
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(2)(19) 9度の温泉館休館日 11月 17日 /12月 15日
毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日
の場合は開館して次の日が休館日となります。
年末年始の開館日は12月号でお知らせします。

町
の
移
動
図
書

（大
）

十

二
月
七
日

草
部
出
張
所

Ｊ
Ａ
草
北

野
尻
出
張
所

Ｊ
Ａ
河
原

１０
時
～
１０
時
半

Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

１３
時
～
１３
時
半

１４
時
～
１４
時
半

十
二
月
八
日

（水
）

Ｊ
Ａ
旧
色
見
支
所

１０
時
～
１０
時
半

色
見
郵
便
局
前

　

１０
時
半
～
Ｈ
時

横
町
Ａ
団
地
　
　

１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館

　
　
１３
時
半
～
１４
時

おり|でに。おくや`み
1999.9月 受付分 敬称略

赤ちゃん
たんじょう

佐藤 光希ちゃん
(旭通) 827生
員原 菜月ちゃん
(横町) 828生
岩下 将悟ちゃん
(山鳥)  830生

後藤 和希ちゃん
(下町)  92生

すえながく
お幸せに
/竹 内 和 弘
(ヽ佐 藤)さ ゆり
/仁 田水  淳男
(ヽ中 村)徳 子
/加 藤 直 人

(ヽ佐 藤)実 加

住 所
ド  |‖「
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本寸  |||

本寸  111

津 留
本寸  IL

横 町

おくやみ
もうしあげます

男

女

男

男

市

町

町

村

村

原

横

　

中

　

男

本

・

陽

・

水

・

森

　

口

　

口

熊

高

蘇

芹

白

芹

彦

子

紀

美

幸

代

之

香

光

祐

友

知

照

春

祥

父

母

父

母

父

母

父

母

２７

　

２０

　

２８
　
　
　
　
輪

９５
８６
６０
８５

者

基

勅

教

ワ
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ア

‐
石

藤

上

斐

死

白

後

田

甲

舗
父
人
夫

⑮⑬橘Ｍ

餡
()|ゆ

揆

一
ル

代

苑

昭

苑

臣

‐

純

テ

加

　

末

　

照

遺

　

　

　

香

　

香

石

藤

上

　

留

　

下

御

自

後

田

梅

津

梅

岩

1寸 消ll留 キヨ子 85
大塚アイ子 79

妻 岩 ド幸 千代 39

人日の動 き

(9月 末日現在 )
世帯数 2,612(-1)
男   3,802 (+ 1)
女   4,098 (- 3)
総  数  7,900 (- 2)

暮 竜 の 灯
ありがとうございました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返 し〉 本多 善忠  自石 純一 後藤
八州子  田 L加代 津留 末昭 岩

~ド

照 El

〈一般寄付〉 色見小学校 3年生
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お知らせのベージ
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コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

西
暦
２
０
０
０
年
問
題
の

対
応
は
お
済
み
で
す
か
？

●
２
０
０
０
年
問
題
と
は
？

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
、
日
付
デ
ー
タ

ー
の
西
暦
年
数
を
、
上
二
桁
を
省
略

し
て
、
下
二
桁
の
み
で
処
理
し
て
い

る

（例
西
暦
１
９
９
８
年
は

「９
８
」

だ
け
で
処
理
す
る
）
た
め
に
、
１
９

９
９
年
か
ら
２
０
０
０
年
に
移
る
際

に
、
「
２
０
０
０
年
」
を

「
１
９
０

０
年
」
と
誤
認
し
て
し
ま
う
こ
と
等

で
生
ず
る
問
題
で
す
。

●
こ
の
問
題
を
放
置
す
る
と
ど
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
す
か
？

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

・
シ
ス
テ
ム
や
マ

イ
ク

ロ
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
搭
載
機
器

は
、
今
や
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
需

品
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
用
途
も
複

雑
多
岐
に
渡

つ
て
い
ま
す
。
身
近
な

家
電
製
品
等
の
問
題
か
ら
、
広
域
に

発
生
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る

も
の
ま
で
多
種
多
様
な
問
題
が
発
生

す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
事
前
の
適
切
な
対
応
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
問
題
が
発
生
す
る
確

率
を
確
実
に
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
窓
口

熊
本
県
中
小
企
業
振
興
公
社

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
１
２
０

・
２

０

０

・
４

５

１

中
小
企
業
総
合
事
業
団
　
情
報
技
術

部
情
報
指
導
課
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０

・
２
０
０

・
２
６
９

「ゆ
と
り
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

～
ゆ
と
り
休
暇
推
進

フ
ェ
ア
ー
同
時
開
催
～

十

一
月
は
、
「
ゅ
と
り
創
造
月

間
」
で
す
。

自
分
の
時
間
を
見

つ
め
直
し
、

「
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
」
に
つ
い

て
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
考
え

て
い
た
だ
こ
う
と
、
「
ゆ
と
り
創

造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま

す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時
　
十

一
月
十
九
日

（金
）

午
後

一
時
～
三
時
半

■
場
所
　
熊
本
テ
ル
サ

熊
本
市
水
前
寺
公
園
二
八
―
五

一

■
内
容

●

「
活
力
あ
る
職
場
づ
く
リ
コ
ン

ク
ー
ル
」
入
賞
作
品
表
彰
式

●
講
演

　

「
少
子
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
に
つ

い
て
」
　

講
師
　
本
村
文
勝
氏

（
三
菱
総
合
研
究
所
製
作
研
究

部
長
）

●
演
劇
テ
ー
マ
　

「
活
力
あ
る
職
場
づ

く
リ
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
」

那
須
弘
紹
　
前
田
シ
ゲ

藤
本
泰
史
　
白
浜
優
子

（タ
レ
ン
ト
）

■
募
集
人
員
　
五
百
人

■
参
加
料
　
　
無
料

■
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

熊
本

県
労
政
課

■
０
９
６

・
３
８
３

労
務
管
理
実
務
講
座

県
で
は
こ
の
度
福
祉
、
医
療
の

事
業
所
の
方
を
中
心
に
、
労
務
管

理
の
基
礎
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

経
営
者
、
労
務
管
理
担
当
者
、

一

般

の
事
業
所

の
方

で
も
結
構

で

す
。
受
講
無
料
。
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
十

一
月
二
十
六
日

（金
）

午
後

一
時
三
十
分

■
場
所

　

「グ
ラ
ン
ド
肥
後
」

■
講
師
　
松
本
経
営
事
務
所

松
本

一
喜
氏

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
労
政
事
務
所

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
１
２
０

・

２

８

６

・
６

４

０

く
ま
も
と
２１
農
業
振
興
運
動

～
く
ま
も
と
農
業
ウ
イ
ー
ク
～

２１
世
紀
の
熊
本
農
業
の
構
築
に

向
け
て
展
開
中
の
く
ま
も
と

農

業
振
興
運
動
の

一
環
と
し
て
、
農

業
ウ
イ
ー
ク

（Ｈ
月
１５
日
～
２１
日
）

を
設
定
し
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
展

開
し
ま
す
。

●
Ｈ
／
１５

（月
）

運
動
推
進
大

会

（熊
本
テ
ル
サ
）

・
オ
ー
プ

ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（下
通
り
）

●
Ｈ
／
１６

（火
）

午
後

一
時

熊
本
市
水
前
寺
　
熊
本
テ
ル
サ

「
ふ
る
さ
と

・
水
と
上
保
全
講
演

会
」

内
容

地
域
活
動
事
例
発
表

講
演

農
学
博
士

ア
ン
ト
ン

・
ウ

イ
ツ
キ
ー
氏

●
Ｈ
／
１７

（水
）
熊
本
農
産
物
感

謝
の
集
い

（ホ
テ
ル
キ
ヤ
ツ
ス
ル

熊
本
）

●
Ｈ
／
１８

（本
）
食
の
フ
オ
ー
ラ

ム

（サ
ン
パ
レ
ス
熊
本
）

●
Ｈ
／
１９

（金
）
異
業
種
交
流
会

（チ
サ
ン
ホ
テ
ル
熊
本
）

●
Ｈ
／
２０

（土
）
農
業
フ
ェ
ア
＆

米
ま

つ
り

（
２‐
ま
で
）
（県
農
業

公
園
）

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
農
政
課

■
０
９
６
・
３
８
２
・
８
５
１
４

前
進
座
公
演

「子
ど
も
の
た
め
の

創
作
歌
舞
伎
」

歌
舞
伎
の
魅
力
満
載
の
公
演
―

第

一
部
は
、
お
子
さ
ま
か
ら
ご

年
配
の
方
ま
で
楽
し
ん
で
ご
覧

い

た
だ
け
る

「
カ
ブ
キ

の
楽
し
さ
―

四
歳
か
ら
の
歌
舞
伎
入
門
―
」
。

第
二
部
は
、
足
柄
山

の
金
太
郎

が
坂
田
金
時
と
な
り
、
土
蜘
蛛

の

精

を

討

と

う

と

大

活

躍

す

る
、

「
土
蜘
蛛
退
治
」
で
す
。

歌
舞
伎
入
門
か
ら
本
格
歌
舞
伎

ま
で
ご
家
族
お
揃

い
で
こ
の
機
会

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

■
場
所

十
二
月

一
日

（水
Ｙ

二
日

（本
）

午
後
六
時
三
十
分
開
演

熊
本
県
立
劇
場

■
料
金
　
指
定
席
　
一
一千
八
百
円

自
由
席

（大
学
生
以
上
）
二
千
円

（四
歳
～
高
校
生
）
　

　

　

千
円

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
劇
場

■
０
９
６

・
３
６
３

・
２
２
３
３

入
札
結
果

（吾
万
円
以
上
）

■
色
見
環
状
線
道
路
改
良
舗
装
工

事
　
□
工
期
　
平
成
十

一
年
十
月

十
二
日
か
ら
平
成
十
二
年
二
月
二

十
九
日
ま
で
　
□
金
額
　
千
九
百

八
十
二
万
四
千
円
　
□
請
負
者

（資
）
池
田
建
設

■
色
見
環
状
線
垂
直
擁
壁
工
事

□
工
期
　
平
成
十

一
年
十
月
十
二

日
か
ら
平
成
十
二
年
二
月
三
十

一

日
ま
で
　
□
金
額
　
四
千
九
百
四

十

五

万

五
千

円

　

□

請

負

者

（株
）
草
村
企
業

■
赤
羽
根

・
高
尾
野
線
道
路
舗
装

工
事
　
□
工
期
　
平
成
十

一
年
十

月
十
二
日
か
ら
平
成
十

一
年
十
二

月
十
六
日
ま
で
　
□
金
額
　
六
百

三
十
万
円
　
□
請
負
者

　

（株
）

西
田
建
設

■
大
切
畑

・
下
切
線
２
工
区
道
路

改
良
工
事
　
□
工
期
　
平
成
十

一

年
十
月
十
二
日
か
ら
平
成
十
二
年

一
月
十
七
日
ま
で
　
□
金
額
　
五

百
九
十
五
万
三
千
五
百
円
　
□
請

負
者

　

（有
）
佐
藤
建
設

り
・塀

十

一
月

一
日
か
ら
町
役
場
野
尻

出
張
所
は
ひ
め
ゆ
り
の
里

「
朋
遊

館
」
内
に
移
転
し
、
業
務
開
始
し

ま
し
た
。
電
話
番
号

・
フ
ア
ッ
ク
ス

番
号
等
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

第 3回 田丁議会定例会
9月 21日～9月 29日

bwng

＼
ヽ
一

議
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の

□
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

九
月
二
十
日
を
も

っ
て
任
期
満

了
と
な

つ
た
本
田
英
明
氏

（大
字

矢
津
田
四
六
二
番
地
の
三
）
を
再

任
す
る
事
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

□
熊
本
県
町
村
非
常
勤
町
村
職
員

公
務
災
害
補
償
組
合
の
規
約

一
部

変
更

□
熊
本
県
退
職
手
当
組
合

規
約
の

一
部
変
更

□
表
彰
条
例
制
定

町
振
興
に
寄
与
及
び
衆
人
の
模

範
と
し
て
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ

っ
た
者
を
表
彰
し
、
自
治
振
興
を

促
進
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

□
高
森
朋
遊
館
設
置
及
び
管
理
条

例
制
定

高
森
町
大
字
津
留
四
三
番
地
の

一
に
建
設
中
の
高
森
高
原
森
林
文

化
村
拠
点
施
設
ひ
め
ゆ
り

の
里

「
朋
遊
館
」
が
完
成
し
、
管
理
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

□
高
森
町
出
張
所
設
置
条
例
の

一

部
改
正
町
役
場
野
尻
出
張
所
が
高
森
朋

遊
館
内

に
移
る
こ
と
に
と
も
な
う

条
例
の
改
正
。

□
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の

一

部
改
正
一
部
組
織
改
革
に
よ
り
監
査
事

務
局
を
設
置
。

□
高
森
町
職
員
の
定
数
条
例
の

一

部
改
正
監
査
事
務

局
設

置

に
よ

る
変

更
。

□
高
森
町
職
員
の
懲
戒
の
手
続
き

及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の

一
部

改
正地
方
公
務
員
法
改
正
に
よ
る
。

□
高
森
町
温
泉
館
設
置
条
例
の

一

部
改
正
温
泉
館
運
営
の
充
実
を
図
る
た

め
町
内
高
齢
者
入
館
料
の
無
料
を

平
成
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
百
円

徴
収
。

平
成
十

一
年
度

各
会

計

補

正
予
算

□

一
般

会

計

森
林
文
化
村
拠
点
施
設
費
に
八

百
七
十
九
万
六
千
円
、
児
童
福
祉

費
に
千
三
百
七
十
万
円
、
災
害
復

旧
費
に
四
千
四
百
四
十
六
万
七
千

円
な
ど
、　
一
億
六
千
二
百
六
十
九

万
千
円
を
追
加
し
、
平
成
十

一
年

度
の

一
般
会
計
予
算
総
額
を
五
十

一
億
九
千
七
百
六
十
九
万
千
円
と

し
ま
し
た
。

□
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

老
人
保
健
拠
出
金
の
確
定
等
に

よ
り
、　
一
億
二
千
百
七
十
二
万
四

千
円
を
追
加
し
、
平
成
十

一
年
度

の
予
算
総
額
を
九
億
千
二
百
七
十

五
万
三
千
円
と
し
ま
し
た
。

□
町
有
林
野
造
林
委
託
契
約

大
字
色
見
字
阿
蘇
嶽
三

四

一
二

番
地
の

一
部
他
三
筆
の
内
の
三
万

八
千
耐
を
分
収
割
合
組
合
六
、
町

四
で
山
鳥
造
林
組
合
に
委
託
す
る

こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

□
平
成
十
年
度
高
森
町
各
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

一
般
会
計
歳
入
合
計
五
十
三
億

二
千
七
百
七
十
三
万
五
千
円
、
歳

出
合
計
五
十

一
億
二
千
四
百
五
十

七
万
八
千
円
等
の
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（四
、
五
ペ
ー
ジ
に
詳
細
掲
載
）

□
議
会
広
報
特
別
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
　
　
　
（敬
称
略
）

委
員
長

佐
楢
見
誓
香
、
副
委
員

長

野
中
謙
三
、
委
員

甲
斐
廣
國
、

後
藤
和
昭
、
甲
斐
正

一
、
佐
伯
金

也
、
杉
永
竹
範

□
議
会
交
通
総
合
対
策
特
別
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
　

　

（敬
称
略
）

委
員
長

藤
本
正

一
、
副
委
員
長

古
澤
豊
喜
、
委
員

相
馬
俊
行
、
三

森
義
高
、
甲
斐
裁
、
後
藤
英
範

議
員
提
出
議
案
（意
見
書
提
出
）

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書
を
採
択
し

ま
し
た
。

■
道
路
整
備
の
促
進
及
び
道
路
財

源
の
確
保
等
に
関
す
る
意
見
書
を

採
択
し
ま
し
た
。

□
監
査
委
員
に
吉
良
嘉
人
氏
選
任

九
月
九
日
付
け
前
監
査
委
員
故

田
上
義
人
氏
か
ら

「
辞
任
届
」
の

提
出
が
あ
り
、
後
任

に
吉
良
嘉
人

氏

（
大
字
高
森

一
二
九
四
番
地
）

を
選
任
す
る
事
に
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

内
線
5
2
2
3

●  ●

●  ●

栞軍0蔵人式は1月 3日 (■)

学校や仕事で町外にお住まいの高森出身の皆さ

ん、来年の成人式を高森で迎えてはいかがですか。

町外に住所のある方で高森で迎えられる方は連絡し

てください。
(対象者は昭和54年4月 2日から昭和55年4月 1日までに生ま

れた方。)

高森町教育委員会 2-11ll(内 線169)

(18)役場の支払日  11/15(月 )11/25(木)12/6(月) 時間10時から15時まで(3)

昨年の成人式

，
　
，
■

■

√

責

お知らせのベージ

一〓

林業総含センター 10時から



平成10年度決算報告  文化の車ク高いまらづくり・スづぐク

53億 66イaFπ手円

5r億5Z63万円

十
月
十
九
日
、
高
森
小
体
育
館

で
高
森
小

（稲
益
親
義
校
長
）
学

習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児

童
が
、　
一
生
懸
命
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
を
し
て
き
た
劇
や
合
奏
な

ど
学
年

ご
と
に
披
露
し
ま
し
た
。

発
表
会
に
は

「
上
町

・
天
神
ふ
れ

あ
い
ク
ラ
ブ

（痴
果
予
防
教
室
参

加
者
）」
が
月

一
度
、
町
保
健
婦
や

熊
本
音
楽
短
大
の
学
生
さ
ん
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
ハ
ン
ド
ベ
ル
の

演
奏
練
習
し
て
お
り
、
こ
の
日
は

四
年
生
と

一
緒
に
見
事
な
演
奏
を

披
露
。
学
習
発
表
会
に
参
加
の
お

じ
い
ち
や
ん
お
ば
あ
ち
や
ん
や
他

の
学
年
の
児
童
た
ち
か
ら
盛
ん
な

拍
手
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

高
森
小
で
は
運
動
会
に

一
人
暮

ら
し

の
お
年
寄
り
た
ち
を
案
内

し
、
今
年
は
二
十
数
名
の
お
年
寄

り
が
見
学

に
来
ら
れ
た
よ
う
で

ナ
■
今
町
の
発
表
会
に
も
お
よ
そ

百
五
十
名

の
祖
父
母
の
方
が
、
お

孫
さ
ん
た
ち
の
立
派
な
発
表
会
に

感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ご
年
配
の
方
を
大
切
に
す
る
心

を
育
ん
で
い
ま
す
。

4年生
息のあつた演奏を披露

松 堀 岡 馬 佐 佐 林
野 田 本 原 藤 伯

笑 蘇 琴 馬 重 文 不
声 仙 司 笑 信 雄 忘

天神・上町ふれあいクラ が “ふるさと"をハンドベルで

::彗菫讐ま・
‐‐‐

pOFTRyPAGE

お
じ
い
ち
や
ん
お
ば
あ
ち
や
ん
に

日
頃
の
学
摺
０
威
果
を
発
表

9月 の第 3回町議会定例会で平成10年度の一般会計と各特別会計の決算が認定されました。一般会計と3つ

の特別会計 (住宅新築資金等貰付金、鉄道経営対策事業基金、農業用水供給事業)による普通会計は、歳入額
53億 6648万 7千円に対し、歳出額は51億5763万円で、前年度と比較して歳入4.i%、 歳出5.5%前年度の伸び率

を下回り、これを平成9年度決算の対前年度伸び率 (歳入5.2%、 歳出5.2%)と比べると、歳入9.3、 歳出10.7
ポイントそれぞれ下回つています。 これを決算収支面で見てみますと、「実質収支」は前年度に引き続き黒
字であり、108,43i千 円で前年度(136,996千 円の黒字)よ り28,565千 円減少しています。「単年度収支」は、

28,565千円の赤字 (前年度20,981千円の黒字)。「実質単年度収支」は、基金積立等によ
'り

113,521千円の黒字

(前年度34,186千円黒字)と なつています。町では皆さんが納められた税金や、国からの地方交付税などを財
源にして、地域の活性化や住民福祉の向上をめざして色々な事業をすすめてきました。

「
燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「
動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

●  ●

●  ●

5r億 2イ57万θθイθ円 53億2773万 5イイ2円
消防費

衛生費    138,959,256円
181,801,573円   (2.71)

使用料及び手数料
157,039,530円

(2.95)

繰越金
131,558,655円

(2.47)

(3.55)
金

5.54)

農林水産業費

その他
258,974,056円
(5.05)

歳出円グラフの「その他」の内訳

繰入金
31

県支出金
354,596,62

(6.65)

105,150」 68円 (
99,110,414円 (

54,7i3,474円 (
258,974,056F号 (

1円

歳入円グラフの
「その他」の内訳
分担金及び負担金
地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
財産収入
コ
.ル
フ場利用税交付金
諸収入
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
特別地方消費税交付金
寄付金
(    言十

90,575,811円
78,106,000円
70,023,000円
36,772,000円
26,656,128円
15,869,280円
14,816,130円
4,576,000円
1,936,000円
532,000円
36,000円

339,898,349円

眠
ら
れ
ん
　
路
線
価
安
い
と
こ
が
好
き

二
枚
腰
　
ま
だ
老
骨
の
錆
び
と
ら
ん

あ
ま
い
あ
ま
い
　
生
活
保
護
は
受
け
ら
れ
ん

祭
り
好
き
　
太
鼓
の
音
に
走
り
だ
す

二
枚
腰
　
調
停
委
員
泣
か
せ
と
る

あ
ま
い
あ
ま
い
　
銭
イ
ウ
イ
ン
ク
し
と

つ
と
ぞ

祭
り
好
き
　
日
本

一
杯
ア
梯
子
さ
す

ど
う
で
ん
こ
う
で
ん
　
姑
の
方
が
所
望
さ
す

し
っ
ぺ
返
え
し
　
教
え
た
つ
も
り
だ

つ
た
つ
に

祭
り
好
き
　
熱
の
引
く
ま
で
母
子
家
庭

あ
ま
い
あ
ま
い
　
自
信
過
剰
に
落
し
穴

眠
ら
れ
ん
　
歯
ぎ
し
リ
イ
要
る
猿
ぐ
つ
わ

旬

一
夏
の
雨
風
に
耐
え
菊
ひ
ら
く

台
風
を
恨
み
恨
み
て
稲
を
刈
る

故
郷
の
山
女
田
楽
紅
葉
狩
り

食
べ
る
で
も
な
く
思
い
出
だ
け
の
通
草
採
る

逝
か
れ
た
る
想
い
め
ぐ
ら
し
秋
の
夜

台
風
去
り
て
飛
行
機
雲
の
空
の
青

釣
舟
草
群
咲
く
大
地
夫
眠
る

1フト Ⅲ
”
　

艦
口
　

計
江
　

一回
・
　

　

長
　
月
　

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

その他
339,898,349
(6.38)

1.

1.4

1.31

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

田
上
黙
公
子

上
井
加
根
女

渡
辺
　
雲
海

林
田
　

一
声

浦
塚
　
南
天

甲
斐
し
づ
子

甲
斐
　
康
利

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
美
穂

甲
斐
し
づ
枝

長
友
た
つ
子

野
尻
　
里
女

議 会 費
災害復旧費

商 工 費
(    言十

５

３

７

５

０

９

０

０

２

１

１

５

(17) (4)

バ
ス

障な
っ
て

な
に

■
て
ん
の
よ
―

15円
教育費
463,63615
(9.05)

千円

歳出
5,124,578

一般
会
計

｀
あ

ノ

ハ
）

持
０
に

て
た
の
よ

ツ
・一”静

財
政
状
況
公
表

鱗 __,   .1‐手

‐
 1

■
　
＾
　
●
　
織
　
■
　
，
　
”
●
〓
醸
・一

』‖撃儡 燒 鼈 :||:|:|:

・‡
ぶ
橘
σ
一鷺
艤
餃

・製

祗

ヒ鶴

歳 出 歳 入

民生費
914,306,589円
(17.84)

総務費
995,265,1701F51

(19.42)

土木費
720,246,171円
(14.06)

公債費
786,680,885円
(15.35)

地方交付税
2,503,777,000円

(47.00)

歳入

―
い
／



九
月
二
十
八
日

（火
）
、
阿
蘇
郡
中
学
校
体
育
連
盟
陸
上
競
技
大
会
が

阿
蘇
町
の
農
村
公
園
陸
上
競
技
場

「
あ
ぴ
か
」
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の

中
学
校
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
出
場
し
活
躍
し
ま
し
た
。
な
お
、
高
森

東
中
学
校
は
敢
闘
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
十
月
七
日

・
八
日
は
水
前
寺
陸

上
競
技
場
で
県
中
体
連
が
行
わ
れ
、
町
内
の
選
手
も
大
健
闘
し
ま
し
た
。

お
も
な
郡
中
体
連
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

郡
中
体
連
結
果

男
子
代
表
百
メ
ー
ト
ル

二
百
メ
ー
ト
ル

四
百
メ
ー
ト
ル

八
百
メ
ー
ト
ル

女

子

八
百
メ
ー
ト
ル

八
十
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

八
十
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

百
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

百
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

県

大

会

出

場

者

男
子熊
谷
栄
起

自
石
勝
也

山
村
章
充

佐
藤
祐
季

（草
部
中
三
年
）

佐
藤
優
太

（草
部
中

一
年
）

普通会計の性質別経費の状況
(一般会計に 3つの特別会計を含む額)

繰出金

災害復旧費
99,110千円 (1,9%)

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

秋
い
風
物
詩
　
各
地
で
運
動
舎

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
元
気
は
つ
ら
つ

秋
は
運
動
会
の
季
節
。
各
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
各
地
で
地
区
毎

の
運
動
会
も
た
く
さ
ん
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
て
、
交
流
と
健
康
づ
く

り
の
楽
し
い
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

百
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

その他 (維持補修費など)~63,721千
円 (1.2%)

｀
、ヽ

｀
ヽ
ヽ

Ｔ

Ｉ

Ｉ

　

　

ヽ

ヽ

Ｌ

Ｔ

ヽ

キ

ー

ヽ
　

　

ヽ

下

ヽ

、
　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ
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ヽ、
ヽ ____

「
／
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―

ハ

、

／
′
‐
‐
‐
‐
‐
‐

Ｆ
ヽ
、

170,981千 円
(3.3%).特 別 書 言十

歳入

(単位円)

（三
位
ま
で
の
入
賞
者
掲
載
）

（高
森
中
三
年
）

（高
森
中
三
年
）

（高
森
東
中
三
年
）

（高
森
東
中
三
年
）

（高
森
中
三
年
）

位
　
進
乃
理
子

（高
森
東
中
二
年
）

位
　
瀬
井
香
奈
子

（高
森
東
中
三
年
）

位
　
佐
藤
文
香

（草
部
中
三
年
）

位
　
佐
藤
文
香

（草
部
中
三
年
）

位
　
瀬
井
香
奈
子

（高
森
東
中
三
年
）

＼

ゝ́ ´́

―t´
ヽ

＼ /

国民健康保険 892,9311447

‐777,726,573

312,578,224

307,459,763

2,659,529

2,634,240

!,060,189,240

1,060,182,513

積立金
2891101千 円
(5.6%)
´ヽ
/ ｀ヽ

費/  ＼
2′76千円   、ヽ

補助費等
415,042千 円
(8.1%)

物件費
569:494千 円
(11.0%)

簡易水道事業

住宅新築資金等貸付金

老 人 保 健

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

l‐ `二_入湯税 ‐
_1¬に__1,923千 円

|||    
｀ヽ
.(..、

、

| ||

位 位 位 位 位

||| |′」 |≒ 貪ヨ 貪ミ
村 石 石 谷 谷
章 勝 勝 栄 栄
充 也 也 起 起

女
子進
乃
理
子

瀬
井
香
奈
子

佐
藤
文
香

岩
下
真
美

（高
森
中

＼

/

ヽ

扶助
395, 普通建設事業費

1,318,i15千 円
(25.6%)

 ヽ ヽ
ヽ́ ユ

＞

　

ヽ

／
０
　
　
一

０
′

　

ヽ

フ

た

に

ィゝ
=↓
  ＼

口 l口 l   l

157り6301
千円 /

誘致 ll業月1地取得及び川地造成 :拝 業

年

）

r
■

ヽ
リワ

鉄道経営対策事業基金

歳入    1,746,403

ガk」:l    l,042,589

蔵入   32,788,069

,'1史 l11  .32,788,069

歳人  25,683:042
,'1文 ll1   20,o08,324

人件費
1,047,475千 円
(20.3%)

●  ●
/

´ヽ

―
、
、

農業用水供給事業
公債費
789,315千円
(15.3%)

/

/
地
域
や
学
校

・
園
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
癖
一『
一

´́́
/´

1 ′  |

．
■

河原校区運動会 75(河原生涯学習センターグランド)

収入の税目別内訳

軽自動車税
12,147千円 03%)

trJct{
(0.4%)

1通去5‐
‐
‐
‐
1年間●Ⅲlスハ9警鷲1幸,T円 ) ●

509,565
53Q284

515035
5億

4億

3億

2億

税

（先
月
号
十
六
ペ
ー
ジ
の
涼
風
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
見
出
し
は
、
涼
風
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
Ｊ

人

事

異

動

十
月

一
日
付
け
で
町
職
員
の
人
事

異
動
を
行
い
ま
し
た
。（
）内
は
旧
係

■
監
査
事
務
局

▼
事
務
局
長
　
渡

邊
哲
郎

（町
民
福
祉
課
長
）

■
町
民
福
祉
課
　
▼
課
長
　
後
藤

秀
希

（
町
民
福
祉
課
長
補
佐
兼
介

護
保
険
係
長
）
▼
福
祉
係
長
　
山石

ド
茂
巳

（議
会
事
務
局
庶
務
係
長
）

▼
介
護
保
険
係
長
　
後
藤
二
治

（福
祉
係
長
）

報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

―
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劇́
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l
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プ

／

民
υ
　
／，
０３
月
ン

５

千

戸

５‐

ヽ
＼
、、

ァ

円

税

年
‰

眠
２７１
田

肛
眩
０

尾下校区運動会 9/19(尾下体育館)1億

7 8 10年度

_ |二 _ _ 二

■

6

九
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日

に
大
分
県
別
府
市
で
行
わ
れ
た

第
十
三
回
九
州
地
区
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
に
高
森

か
ら
も
十
六
名

の
方
が
参
加
さ

れ
、
荒
牧
弘
子
さ
ん

（
旭
通
）

が
見
事
四
位
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（大
会
参
加
者
千
二
百
八
十
名
）

Ｑ

）

ｎ
）

・

ｏ
０
ヽ
γ
（
∠額税納

コース 4位になつた
荒牧弘子さん

辟m_
上上壌

〓コヽ
一 木

144,435耐

建   物

70,384面11,479,0751Ti

▲́

緻 籍

土 土tL

錮脈判辣

有価証券出資金

151,751千円

平笏二∠
も`〕じ′
匿

2,832,063千 円

基
イゝ
コ匡車  車両

24台

71,204円

O

魏

町 民 税固 定 資 産 税

107,530円

た ば こ 税

14,838円

(、

くヽ
・

⊃

((,)

743円

入

に

ミEヨ
′万

υ t

軽 自 動 車 税

4,694円

(16)

世帯)

■

‐■

(5)

肉
の
三
中
学
続
一で
・
・
■
一

々
入
．員

~―

、

|

|
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~~~~~~~|

|

|

ヽ

/
/
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予薇
蝙
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九
州
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ロ

．ゴ
ル
，
交
歓
大
会
一で
荒
牧

さ‐‐ん
四
位
入
賞
　
一
一
一

||:

町有財産の状況

税収入の状況
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「犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
」

最
近

の
犯
罪
は
、
凶
悪
化
、
組

織
化
、
広
域
化
、
国
際
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
犯
人
を
検
挙

し
、
事
件
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

犯
罪
捜
査

に
対
す
る
皆
さ
ん

の
ご

理
解
と

こ
協
力
が
決
め
子
と
な
り

ま
す
。
そ

こ
で
皆
さ
ん
に
、
次

の
点
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
指
名
手
配
犯
人
の
検
挙
に

ご
協
力
を
―

警
察
で
は
、
十

一
月
中
に
全
国

警
察
の
総
力
を
挙
げ
指
名
手
配
犯

人
の
追
跡
捜
査
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
犯
人
は
再
び
犯
行
を

繰
り
返
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
早
期

に
検
挙
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

○
犯
罪
に

つ
い
て
知

っ
て
い
る
こ

と
は
積
極
的
に
通
報
を
！

皆
さ
ん
の
情
報
か
ら
解
決

で
き

た
事
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

事
件
当
時
、
不
審
な
人
や
車
を
見

た
と
か
、
犯
人

に
似
た
人
を
知

っ

て
い
る
と

い
っ
た
情
報
は
、
ど
ん

な
さ
さ

い
な

こ
と
で
も
結
構
で
す

の
で
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
―

事
件
が
発
生
し
た
と
き
、
捜
査

員

が
皆

さ
ん

の
お
宅
を
訪
問
し
、

事
件
や
犯
人

に
つ
い
て
聞

い
た
り

協
力
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
情
報
を

い
た
だ

い
た
方

に
は
迷

惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
細
心

の
注

意
を
払

い
ま
す

の
で
積
極
的
な

ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は

必
ず
届
け
出
を
１

「被
害
額
が
少
な
い
」
「面
倒
だ
」

「仕
返
し
が
怖
い
」
な
ど
の
理
由
で
、

被
害
に
あ
わ
れ
て
も
届
出
を
さ
れ

な

い
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
第
二
、

第
三
の
犯
罪
を
防
ぎ
、
被
害
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
勇
気

を
出
し
て
警
察
に
届
出
す
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

高
森
警
察
署
　
■
２

・
０
１
１
０

県
民
の
皆
様
に
献
血
に
対
す

る
理
解
と
協
力
を
求
め
、
献
血

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
献
血

の
推
進
に
関
す
る
標

語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

多
く

の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
主
　
　
催
　
熊
本
県
、
熊
本
県

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

■
応
募
資
格
　
熊
本
県
内
在
住
者

■
テ

ー

マ
　

「献
血
」

■
締
め
切
り
　
平
成
Ｈ
年
１２
月
１５

日

（水
）
ま
で

（当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法
　
各
献
血
会
場
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
ま
た
は
、
官

製

ハ
ガ
キ
ー
枚
に
１
作
品
の
標

語
を
書
き
、
住
所

・
氏
名

・
生
年

月
日

・
電
話
番
号
を
明
記
す
る
。

作
品
は
自
作
で
木
発
表
の
も
の

■
発
　
　
表
　
入
賞
作
品
の
み
本

人
宛
て
通
知

■
　
賞

最
優
秀
作
１
点

・
賞
金
５
万
円

（高
校
生
以
下
図
書
券
）

優
秀
作
３
点
・賞
金
３
万
円

（
″
）

佳
作
５
占
Ｔ

。
・
記
念
品

■
そ

の

他
　
入
賞
作
品
の
著
作

権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
。

応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
。

■
応
募
先

・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
２

・
０
９
３
９

熊
本
市
長
嶺
南
ニ
ー

一
―

一

熊
本
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

「献
血
標
語
募
集
」
係

■
０
９
６
・３
８
４
・
２
１
１
１

（内
線
５
２
４
５
）

●

員、ポランテイア、それぞれが満足で

発展のために頑張りましよう。
(国体に関する詳細は次月号で紹介します) 車部吉見神社等町内観光をする選手・監督たち

☆重点目標

1、 住宅防人対策の推進

火災による死者のうち住宅火災による死者が 9割
を占め、また住宅火災における死者のうち高齢者

(65歳以上)がその約半数を占めています。このため、
住宅における火災の発生防止及び住宅火災による高

齢者等の死者の大幅な低減を目標としています。

2、 地域における防火安全対策の充実

大規模な地震が発生した場合、火災の同時多発や

広範囲の延焼拡大等の危険性があります。このため、

自主防災組織の整備充実、地域ぐるみの防火安全体

制の充実を目標としています。

3、 特定防人対象物における防人安全対策の徹底

旅館、ホテル、店舗における防火安全対策の徹底

を図ることを目標としています。

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署 電話 2-9034

高森町の火災発生状況

(平成11年 1月 1日から10月 1日 まで)

建物火災 1件、林野火災 1件の計 2件です。

賞の日聘ワつのポイント
〇 式典のお世話をいただいた左から司会の後藤美鈴さん、アシスタントの

甲斐あゆみさん、中川浩世さん、小崎亜紀さん、下田友美さん

●  ●

=「

¬ Tl■ ‐‐

11:
●‐ .: ・

早朝から協力をいただいた老人会、婦人会の皆さん

レセプションで選手たちに好評だつた「紫峰会」のもちつき

(6)

歓迎レセプションの料理は「味な高森研究会」

(15)

ントで たt,生
しなしヽと

撃性繊■ヤ

_ハ

○

「事
件
か
な
？
」
と
思

っ
た
ら

迷
わ
ず

一
一
〇
番
を
―

通
報

は
早
け
れ
ば
早

い
ほ
ど
、

被
害
者
を
無
事
救
出
し
、
犯
人
を

捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
、
お

か
し

い
な
と
思

っ
た
場
合
や
怪
し

い
人
物
を
見
か
け
た
り
し
た
場
合

に
は
、
深
夜
、
早
朝
を
問
わ
ず

、

一
一
〇
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

「   ‐‐―
n         ‐‐・

_‐   ‐  ‐ _ご   .              ::‐
  :_

躙鸞圏

‐‐・  ・   ―  ‐‐竜■‐

・   Ⅲ劃

聘

.墳

‐.1

:

消隋な|おで寺1南
=B分
署

■0

絆 ●
憫
ｙ
■
■
に
―
〓

―

―

　

．
．
Ｊ

Ｗ

，

機
ヽ
■

固 圏



●
・
　
１

」

●

‘

葉 二
儲
一一

饉
閥
一

一一
　

■

～
肝
臓
は
体
の

一
大
化
学
工
場
′
～

す

つ
か
り
秋
も
深
ま
り
紅
葉
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
紅
葉
で
も

見
に
外
に
で
ま
せ
ん
か
？
さ
て
今

回
は
、
肝
臓
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
病
気
に
な

つ
て
も
症
状
の
あ
ら

わ
れ
に
く
い
肝
臓
は
、
「
沈
黙
の

臓
器
」
と
い
わ
れ
自
覚
症
状
の
な

い
ま
ま
病
気
が
進
行
し
、
健
診
で

指
摘
さ
れ
た
と
き
は
全
く
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
、
自
覚
症
状
が
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
、
症
状
が
出

た
と
き
に
は
か
な
り
悪
化
し
て
い

る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

|■曰 躍
ト
ト
Ｆ

田

Ｅ

肝
臓
は
、
た
ん
ぱ
く
質
の
合
成
、

脂
肪
糖
質
の
合
成

・
分
解
、
有
害

物
質
の
解
毒

・
分
解
な
ど
様
々
な

働
き
を
す
る
大
化
学
工
場
で
す
。

肝
臓
病
で
最
も
多
い
も
の
に
肝
炎

が
あ
り
ま
す
。
主
な
も
の
に
Ａ
型
、

Ｂ
型
、
Ｃ
型
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
型

は
ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
た
飲
食

物
の
摂
取
か
ら
の
感
染
。
（衛
生

状
態
の
悪
い
地
域
で
の
生
も
の
に

多
い
。
）
Ｂ
型
、
Ｃ
型
は
注
射
針
、

輸
血
、
性
交
な
ど
血
液
を
介
し
て

感
染
し
、
Ｂ
型
は
母
か
ら
子
へ
出

産
す
る
と
き
感
染
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
現
在
病
院
で
行
わ
れ
る

輸
血
で
の
感
染
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

肝
炎
は
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
な
く

ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
、
糖
尿
病
を
原

因
と
し
て
も
お
こ
り
ま
す
。
肝
臓

は
体
内
で
必
要
な
も
の
と
不
必
要

な
も
の
を
合
成

・
分
解
し
ま
す
が

肝
臓
が

一
日
で
分
解
し
さ
れ
な
い

ほ
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
、
楽
、
糖
質
、

脂
質
が
積
み
重
な
る
こ
と
で
肝
臓

の
機
能
が
徐

々
に
狂

っ
て
き
ま

す

に
、
最
近
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝

そ
れ
に
と
も
な
う
脂
肪
肝
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
い
っ

た
肝
炎
か
ら
肝
臓
の
機
能
が
著
し

く
低
下
す
る
肝
硬
変
、
そ
し
て
肝

臓
ガ
ン
ヘ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
健
診
結
果
で
肝
機
能

（Ｇ

Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、　
γ
ｌ
Ｇ
Ｔ
Ｐ
）

障
害
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
方
、

そ
の
原
因
が
何
で
あ
る
か
明
確
に

し
適
切
な
対
応
を
し
ま
し
よ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
性
の
方
は
お
酒
の
飲

み
方
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

〈肝
機
能
検
査
〉

Ｇ
Ｏ
丁
が
高
い
―

心
筋
梗
塞
、
進
行
性
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
イ
ー

Ｇ
Ｏ
丁
と
Ｇ
Ｐ
丁
が
高
い
↓

急
性
肝
炎
、
慢
性
肝
炎
、
脂
肪

肝
、
肝
硬
変
、
肝
臓
ガ
ン
な
ど

γ
ｌ
Ｇ
丁
Ｐ
が
高
い
↓

急
性
肝
炎
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝

障
害

、
薬
剤
性

肝
障
害

、
肝
臓

ガ
ン
な
ど

炎`

特
°

|

●  ●

|ウイ
~テ

レス感粟|~↓

 ~
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隔:画面藤目~~丁~~飲

月旨月方月干 陰 剤性肝炎 ]

高森での楽しい思い出を胸に 選手、役

きる大会となりました。

この国体の成功をステツプとして町

性肝炎

rD覆∃
1

」

お酒を上手
`ご

飲むには ?

昔から「酒は百薬の長」といわれるように、飲めば楽しく、

ストレスを解消でき、健康に良いというメリットがあります。

ただし、適量をわきまえて飲まないと、度をすぎれば毒にな

ることを心得ておきましよう。お酒の害がでてくるのは、5年

～10年後です。気づいたときにはもう遅いということになら

ないように、お酒と上手につきあいましよう。

◆お酒を飲むときは?

①一日に日本酒は2合以下に。
肝臓アルコール処理能力からみて、日本酒は2合、ウイス
キーの水割りはシングルで4杯、ビールなら大ビン2本まで
が限界です。

②時間をかけてマイペースで。
一気飲み、がぶ飲み、飲むスピードが速いと肝臓に負担が

かかります。

③体肝日は続けて週 2日。
たまには休肝|]をつくって、肝臓を休ませてあげましょう。

~~T~~~

▼

県の応援旗を記念にハイポーズ (青森少年女子チーム)

見事な演奏の高森中・高森高校の吹奏楽隊

ボールバーソンにインタビユーする広報記録ボランテイア

(7)

● ●
寒い日におすすめの
～ヨーグルトドレッシングサラダ～

選手たちが特に感動した、はなしのぶコーラスと高森中の合同コーラス隊

□材料 (4人分)
大根1209、 タマネギ400、

かいわれ菜209、 レモン
1/2個、ラディッシュ100、

A(プレーンヨーグルト
609、 マヨネーズ大さじ2、

わさび少々、塩1.60、 薄□

しょうゆ小さじ2)

□作り方

1人分の栄養価
エネ1時
.¨
 71キロウ里

カルシウム  91m9
塩分   0.79

①大根、タマネギはせん切 全国ハ志|十
りにして水にさらし、水切 了8ぶ

lけ

芋じ
りしレモン汁をかけてお  ・ョ_グ ,レトドレッシングサラダ
<_               ・牛乳豚汁

②ラディッシュもせん切り  ・アップルケーキ
にして、水にさらし、水t,D

りをしておく。

③Aをまぜてソースを作り、上にかけて出来上がり。

式典前のミーテイングに少々緊張ぎみの中学生プラカード隊

(14)
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天皇杯を獲得した熊本県チーム (高森町民体育館 )

応援を励みに力走する甲斐君

■
・・一・一●
一一一一
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一

一
」
購

卜
月
■
日
の
日
曜
日
、
今
年
も

品
森
寮
で

「
福
祉
ま

つ
り‐
」
が
行
‐‐
わ
れ

ま
し
た
。

食

べ
物
バ
ザ
ー
や
パ
ン
づ
く
り
な
ど
の
実
演

コ
ー
ナ
ー
、
遊
具

コ
ー
ナ

ー
、
本
ｌｌ
去
と
か
ず
ら
工
芸
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
人
形
劇
、
物

の
大
切
さ

を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
、
毎
年
多
彩
な
楽
し
い
企
画
で
好
評
の
こ
の
催
し
、
お
と
な
か
ら

子
ど
も
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
人
寮
者
の
皆
さ
ん
と
の
楽
し
い
交

流
を
行

い
ま
し
た
。

ま

つ
り
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
町
内
の
中

■
尚
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や
地

元
の
婦
人
会
や
若
者
た
ち
で
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た

「
福
祉
ま

つ
り
」

は
大
格
況
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
・

テ
=ス
初の種目別

天皇杯獲得、皇居杯2位

十
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
、
久
本
野
村
と
高
森
町

で
開
催
さ
れ
た
国
体
テ
ニ
ス
競

技
で
熊
本
県
チ
ー
ム
は
実
力
ど

お
り
の
結
果
を
出
す

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

成
年
男
子
は
接
戦
を
征
し
優

勝
、
成
年
女
子
は
完
全
優
勝
、

少
年
男
子
五
位
、
少
年
女
子
七

位
と
大
健
闘
し
、
種
目
別
天
皇

杯
を
獲
得
、
皇
后
杯
も
二
位
と

こ
れ
ま
で
で
最
高

の
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●

●
一醸
一わ
・

▼
成
年
男
子
の
部

１
回
戦
　
熊
本
３
１

奈
良
０

（
Ｓ
２
対
０
、
Ｗ
ｌ
対
０
）

２
回
戦
　
熊
本
３
１
大
分
０

（
Ｓ
２
対
０
、
Ｗ
ｌ
対
０
）

準
々
決
勝

熊
本
３
１
北
海
道
２

（Ｓ
２
対
１
、
Ｗ
ｌ
対
１
）

準
決
勝

　

熊
本
３

１
神
奈
川
２

（Ｓ
２
対
１
、
Ｗ
ｌ
対
１
）

決
勝

　

　

熊
本

３

１

兵

庫

２

（Ｓ
２
対
１
、
Ｗ
ｌ
対
１
）

▼
成
年
女
子
の
部

２
回
戦
　
熊
本
２
１

群
馬
０

（Ｓ
２
対
０
）

準

々
決

勝

熊
本

２

１

鹿

児
島

０

（Ｓ
２
対
０
）

準
決
勝

　
熊
本
２

１

大
阪
０

（Ｓ
２
対
０
）

決
勝
　
　
熊
本
２

１

東
京
０

（Ｓ
２
対
０
）

▼
少
年
男
子
の
部

２
回
戦
　
熊
本
２
１

京
都
１

（Ｓ
ｌ
対
１
、
Ｗ
ｌ
対
０
）

準
々
決
勝

東
京
２
１

熊
本
１

（Ｓ
ｌ
対
１
、
Ｗ
ｌ
対
０
）

５
～
８
位
決
定
予
備
戦

熊
本
２
１
福
岡
１

（Ｓ
ｌ
対
１
、
Ｗ
ｌ
対
０
）

５
～
６
位
決
定
戦

熊
本
２
１
大
阪
０

（Ｓ
２
対
０
）

▼
少
年
女
子
の
部

２
回
戦
　
　
熊
本
２
１
茨
城
０

（Ｓ
２
対
０
）

準
々
決
勝
　
東
京
２
１

熊
本
０

（Ｓ
２
対
０
）

５
～
８
位
決
定
予
備
戦

兵
庫
２
１

熊
本
０

（Ｓ
２
対
０
）

７
～
８
位
決
定
戦
熊
本
２
１

千
葉
１

（Ｓ
ｌ
対
１
、
Ｗ
ｌ
対
０
）

く
ま
も
と
未
米
国
体
は
、
県
内

各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
泉

村
、
砥
用
町
、
矢
部
町
で
行
わ
れ

た
山
岳
競
技
に
本
町
の
高
森
高
校

三
年
生
甲
斐
裕
輔
君

（大
字
野
尻
）

が
他
校
の
二
人
の
メ
ン
バ
ー
と
共

に
少
年
男
子
の
部
で
見
事
総
合
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

く
ま
も
と
木
米
国
体
の
町
内
選

手
は
、
甲
斐
君
だ
け

（把
握
し
て

い
る
分
）
。
も
と
も
と
は
陸
上
長

距
離
の
選
手
と
し
て
実
力
を
つ
け

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
、
陸
上
部

顧
間
の
先
生
か
ら
国
体
の
強
化
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
山
岳
を
し
て
み

な
い
か
と
の
推
薦
を
受
け
、
昨
年

の
神
奈
川
国
体
か
ら
熊
本
県
の
少

年
男
子
の
強
化
メ
ン
バ
ー
と
し
て

毎
週
ｔ

・
日
曜
に
合
同
合
宿
で
練

習
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
昨
年
は
体
調
を

●

|_‐・

●

●

Ｓ
は
シ
ン
グ
ル
ス
、
Ｗ
は
タ
ブ
ル
ス
の
略

（成
年
男
子
は
久
木
野
村
会
場
）

白
■
］

白
ｎ
“
一
■
ユ
〓
コ

爾罵
L

甲
■ト

=
裕

君

雷
田
〓
ギ

一一一［̈
(8)

崩
し
、
選
手
と
し
て
は
出
場
す
る

こ
と
は
で
き
す
悔
し
い
思

い
を
し

た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
思
い
が

今
回
の
優
勝

へ
と

つ
な
が

つ
た
よ

う
で
す
。

「
辛
か

っ
た
夏
場
の
苦
し
い
練

習
を
乗
り
越
え
、
み
ん
な

の
力
が

一
緒

に
な
り
、
今
回
優
勝
で
き
た

こ
と
で
う
れ
し
さ
も
ひ
と
し
お
で

す
。
」
と
甲
斐
君
は
言

っ
て
い
ま

し
た
。
平
成
十
三
年
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ

で
は
高
森
町
は
山
岳
競
技
。
甲
斐

君
の
優
勝
で
山
岳
競
技

の
開
催
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

一一［̈

森

校

年
生

見
‐‐●‐‐

―
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平成 12年度の入園受付を次のとおり行います。
来年度より教育要領も変わり、 21世紀を生きるたくましい
子どもたちの教育を目指して努力しています。お子さまが 3

歳になつたら幼稚園を是非ご検討ください。

詳 しい問い合わせ・申し込みは…

高森幼稚園事務局 電話  2-0094

あなたは、検察審査会をごぞんじですか。検察審査

会は、検察官がある犯罪を裁判にかけなかつた場合

に、その犯罪の被害にあつた人や犯罪を告訴、告発 し

た人からの、「あんな悪いことをしたのに処罰されな

いのはおかしい。調べ直してほしい。」といった申立

てに基づいて、検察庁から記録を取 り寄せて、裁判に

かけたが方がよいかどうかを審査するところです。

あなたの周りに、交通事故などの被害にあつて悩

んでいる人はいませんか。検察審査会はそんな相談

に乗っています。秘密は固く守られますし、相談、

申し立て、審査等の費用は一切掛かりません。検察

審査会は裁判所の建物の中にありますので、お気軽

にご相談下さい。

なお、町内会、婦人会、老人会などで、制度につ

務

平成 11年 11月 15日 に

サービス業基本調査 が実施されます。

募

集

園

児

数

■
三
年
保
育

（三
歳
児
）

平
成
八
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
九
年
四
月

一
日
生
ま
れ

（但
し
、
年
度
中
で
も
三
歳

の
誕
生
日
が
来
れ
ば
い
つ
で
も
入
園
可
）

■
二
年
保
育

（四
歳
児
）

平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
八
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
者

■

一
年
保
育

（五
歳
児
）

平
成
六
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
七
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
者

●
入
園
受
付
日
　
十

一
月

一
日
か
ら

●
申
し
込
み
方
法

幼
稚
園
規
定
の
願
書
を
本
園
で
受

領
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

給
食
制
度

・
延
長
保
育
制
度
あ
り
。

_ヽ′嘩    鯉

S
この調査は、我が国においてサービス業の事

業 活動を行つている事務所・店舗・施設の経済
活動及び業務の実態を調査し、サービス業に関

する基礎資料を得ることを目的とした調査です。

調査 にご協力をお願 い します。

産業と暮らしに活かす サービス業基本調査一 総務庁統計局・熊本県・高森町

く≧ゝ _

′口ヽ

(13)

厚ノli省では、 J4ど も

かな成長への願いを簡潔に

事.した言葉 (フレーズ)を
集しています。
多くの応募をお待ちして

ます。

自作で木発表のもの

人賞作品のみ本人

点 (賞状と記念品)

お問い合わせ先

福祉係

l12-1111

■応募先・

町民福祉課

て

ξ
=l

優秀作

作 は

の健や
oFe

―
.1=

11

競
．
技
　
結
　
果

熊
本
県
チ
ー
ム
種
目
別

天
皇
杯
獲
得
、
皇
后
杯
二
位

総
‐

メ jヽ
圏固

I=■″

「児童福祉週間」標語募集



交
通
事
故
の
当
事
者
の
う
ち
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
県
内
で
も
平
成
十
年
の
死
者

一
五
五
人
の
う
ち
七
十
七
人

（約
四
十
九
蘇
）
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す

詢岡銀

`交

:itを 3卦者のつとい

交
通
安
皇

高
齢
者
の
つ
ど
い

高
森
保
育
園
児

　

（ひ
ま
わ
リ
ク
ラ
ブ
）

保
護
者
と

一
緒
に
交
通
安
全
教
室

熊A県チーム
堂々の楔挙 JJ

ρ
_4

轟 釉強主黒■
't‐  ̈| .

綺
０
運
転
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
，
一

着
こ
ｔ
ｔ

Ｏ
ｉ
構
え
勝
そ
れ
，
い
●
で
き

こ
思
っ‐‐て
‐も
．鳳
う
ど
う
に
せ
働
ｔ
ｔ
せ
た

九
月
二
十
二
日
、
午
後

一
時
三

十
分
か
ら
白
水
村
農
村
勤
労
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
お
年
寄
り
を
対

象

に
し
た
交
通
安
全
大
会
が
開
催

さ
れ
、

（
高
森
町
他

四
カ
町
村
と

高
森
警
察
署
な
ど
が
主
催
…
本
年

度
は
自
水
村
長
が
実
行
委
員
長
）

高
森
警
察
署
管
内

の
五
カ
町
村
か

ら
約
五
百
人
の
参
加
が
あ
り
、
交

通
安
全

の
推
進
や
危
機
意
識
を
持

つ
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

大
会
で
は
高
森
警
察
署
の
谷
口

交
通
係
長
の
交
通
講
話
や
交
通
安

全
○

×
ク
イ
ズ
、
ま
た
、
波
野
の

横
堀
岩
戸
神
楽

の
勇
壮
な
舞
等
が

あ
り
、
最
後
に

「
夜
問
外
出
は
明

る
い
服
装
や
反
射
材
を
着
用
し
ま

す
。
」
「
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
地

域

の
交
通
安
全
に
寄
与
し
ま
す
。
」

等

の
交
通
安
全
宣
言
が
読
み
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

交

通
事
故
を
他

人
事

と
思
わ

ず
、
事
故

に
遭
わ
な

い
よ
う
に
注

意
し
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お

過

ご
し
く
だ
さ
い
。

十
月
二
十
六
日
、
午
前
十

一
時

か
ら
お
よ
そ

一
時
間
、
高
円
宮
殿

下
妃
殿
下
が
、
高
森
町
民
体
育
館

で
の
テ
ニ
ス
競
技
成
年
女
子
準
決

勝
戦
を
ご
覧
に
な
ら
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
好
き
の
殿
下
と
し
て
有
名
な
高

円
宮
殿
下
、
妃
殿
下
は
熱
心
に
向

熱
の
準
決
勝
戦
に
盛
ん
な
拍
手
を

お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

体
育
館
周
辺
に
は
園
児
や
児

童
、
お
年
寄
り
な
ど
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
日
の
丸
の
小
旗
で
両
殿

下
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

高
円
宮
殿
下
妃
殿
下

成
年
女
子
準
決
勝
戦
を
ご
観
覧

（高
森
町
民
体
育
館
）

千
ス
ポ
大
書
τ
一
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ミ
ニ
バ
し
■
■
選
手
口
優
勝

バスの乗り降りはこうしてね 」

草部南部小でバス乗り降り教室

10月 411、 車部占見神社前の広場で卓部南部

小学校児童のバスの乗 り方教室が行われまし

た。これは熊北産交高森営業所が行つたもので

す。 [1頃 はお父さんやお母さん等としか乗つた

ことのなかつたバスに一人での乗 り降り練習に

子どもたちはちよつぴり不安げな顔でした。

●  ●

●  ●

躍澪

「

九
月
三
十
日
午
後
■
時
か
ら
、

高
森
保
育
同
で
高
森
署
の
お
巡
り

さ
ん
か
ら
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
に

つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
、
運
動
場

で
は
信
号
機
や
横
断
歩
道
を
使

っ

た
正
し
い
渡
り
方
な
ど
を
保
護
者

と

一
緒
に
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
郵
便
局
前
の
駐
車
場
で
ド
ラ

イ
バ
ー
に

「
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運

転
し
な
い
で
ね
。
」
「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
は
締
め
て
ね
。
」
な
ど
の
言
葉

を
か
け
、
ベ
ン
ダ
ン
ト
を
渡
し
な

が
ら
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。

（先
月
号
十
ベ
ー
ジ
の
ひ
ま
わ
リ
ク
ラ
ブ
の

会
長
名
は
後
藤
成
人
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
）

団
体

の
正
式
競
技
と
は
別

に
し

て
、
県
内
各
地
に
お
い
て

「
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ヨ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー

ツ
行
事
」
が
実
施
さ
れ
、
本
町
か
ら

も
代
表
選
手
団
と
し
て
七
競
技
九
選

手
団
合
計
八
十
七
名
を
派
遣
し
ま
し

た
。秋
季
大
会
と
し
て
は
、
十
月
二
十

四
～
二
十
五
日
に
蘇
陽
町
民
体
育
館

等
で
ミ
ニ
バ
レ
ー
が
行
わ
れ
、
四
十

五
歳
以
上
の
部
で
は
本
町

「
風
チ
ー

ム
」
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

児
童
会

に
よ
る
交
通
安
全
子

ど
も
宣
言

や
交
通
安
全
感
謝

の

手
紙

や
文
集

の
作
成
、
キ

ヤ
ン

ペ
ー

ン
参
加
な
ど
、
交
通
安
全

運
動

に
熱
心

に
取
り
組
ん

で
い

る
草
部
南
部
小
学
校

（
星
子
博

子
校
長

）
が
、
秋

の
交
通
安
全

運
動
初
日

の
九
月

二
十

一
日

に

九
州
地
区
交
通
安
全
優
良
校
と

し
て
、
県
内

で
唯

一
、
九
州

で

も
九
校
と

い
う
九
州
地
区
交
通

安
全
協
会
長
表
彰
を
受
け
、
十

月

一
日

に
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
全
校
児
童
や
保
護
者
、
学
校
、

交
通
安
全
協
会
草
部
南
部
支
部

（
江
藤
明
徳
支
部
長
）
、
高
森
警

察
署
駐
在
所
等
地
域
を
あ
げ

て

の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。
今
後

の
交
通
安
全
推

進
運
動

の
励

み
と
な

つ
た
よ
う

で
す
。

:

国体選手たちのおみやげにと県内の各会場では

趣向を凝らした記念品が配布されています。

本町で も本誌 10月 号で紹介した風まるキヤラク

ター人 りひょうたんゃ、ビーズ玉を器用に動物の

形にしたキーホルダー (本町出身の緒方十 rさ ん

〔福岡県糟屋郡在住〕が寄贈 )、 阿蘇の歴史を書い

た阿蘇の伝説探訪 (竹田市在住の洒井浩介さん著

詳寄贈)な ど、選手たちにとつてうれ しい思い出
になるようにと贈られました。

V
‐

=

壼置督 k‐‐4
したミニバレー「風チーム」

∩
∠

‐
1優勝

|,‐ 14□籠
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交
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安
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優
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晦
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１
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国億記念グッズあれこれ

扇

誦



この社会 あなたの膀が生きてιlる

覇loね

第
三
回
南
部
忠
平
記
念

グ
ラ
ウ
ン
ド

ロ
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ア
ー

一
九
九
九

高
森
町
と
熊
本
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
協
会

（酒
井

一
義
会
長

・
会
員

一
万
名
）
の
共
催
に
よ
り
、
十
月
十

一
日
に

「南
部
忠
平
記
念
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ア
ー

一
九
九
九
」

が
、
休
暇
村
南
阿
蘇
及
び
山
村
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
森
の
秋
を
満
喫
し
よ
う
と
県
内

の
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
の
愛
好
家

お
よ
そ
千
八
百
人

（高
森
町
か
ら
も

多
数
参
加
）
が
集
い
、
紅
葉
を
前
に

し
た
素
晴
ら
し
い
自
然
を
背
景
に
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
平
成
三
年
の
第
四

回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ヨ
ン
祭
ス
ポ
レ
ク
く
ま
も
と
リ
グ
ラ

ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会

（高
森
町
）

開
催
を
記
念
し
て
行
わ
れ
て
い
た
、

熊
本
ス
ポ
レ
ク
祭
記
念
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
平
成
九
年
七
月
に
ご

逝
去

さ
れ
た

「
南
部
忠
平
さ
ん
」

（昭
和
七
年

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

・
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
三
段
跳
び
金
メ
ダ
リ
ス
ト

で
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会

初
代
会
長
）
の
偉
業
と
と
も
に
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
普
及
振
興
に
対
し
敬
意

の
名
称
変
更
が
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

も
、
遠
路
大
阪
よ
り
南
部
忠
平
さ
ん

の
奥
様

の
久
子
さ
ん
が
ご
臨
席
さ

れ
、
大
会
は
絶
好
の
景
色
と
気
候
の

も
と
、
優
勝
を
目
指
し
た
プ
レ
ー
で

最
高
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

開
会
式
は
、
来
年
九
月
に
行
わ
れ

ま
す
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大

会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね
、
町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
所
得
の
計
算
方
法
の

一■
■
蓋
一
は，
■
一

記
帳
が
困
難
な
高
齢
者
や
作
付

規
模
の
小
さ
い
農
家
の
方
の
申
告

の
た
め
の
目
安
と
し
て
作
成
さ
れ

て
い
た
農
業
所
得
標
準
に
は
、
水

稲
、
麦
及
び
自
家
用
野
菜
畑
を
対

象
と
し
た

「普
通
田
畑
所
得
標
準
」

と
そ
れ
以
外
の
作
物
等
を
対
象
と

し
た

「
野
菜

・
果
樹

・
畜
産
等
所

得
標
準
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
う
ち
、
「
野
菜

・
果
樹

・
畜
産

等
所
得
標
準
」
は
、
平
成
十

一
年

分
か
ら

（平
成
十
二
年
二
月
十
六

日
～
三
月
十
五
日
申
告
分
）
か
ら
、

廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。し
た
が
い
ま
し
て
、
水
稲
、
麦

及
び
自
家
用
野
菜
畑
だ
け
の
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
の
計
算
方
法
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
野
摯）↑

果

樹

・
畜
産
等
が
あ
る
場
合
は
、
実

際
の
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を

差
し
引
く
収
支
計
算
に
よ
る
申
告

に
な
り
ま
す
の
で
、
従
来
の
収
入

金
額
の
証
明
書
等
の
ほ
か
、
必
要

経
費
の
領
収
書
等
も
保
存
し
て
お

か
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は

・
・

阿
蘇

税

務

署

■
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

高
森
町
役
場
税
務
課
町
民
税
係

■
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
８
）

ｎ
Ｗ

担
傷
η

■||

L

ご
存
知
で
す
か
●
―

●
●

●
●
●
■
・税を
知
る
過
‐‐‐間
」

十

一
月
十

一
日
か
ら
十
七
日
ま
で

は

「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

税
金
は
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で
安

定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

今
年

の

「
税
を
知
る
週
間
」
は
、

「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー

マ

と
し
て
各
種
行
事
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
、
サ
ラ
リ
ー

マ

ン
や
主
婦
、
児
童

・
生
徒
な
ど
を
対

象
と
し
た

「
租
税
教
室
」
の
開
催
な

ど
、
税
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

「
租
税
教
室
」
の
開
催
希
望
は
阿

蘇
税
務
署
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

無
料
税
理
士
相
談

■
日
時
　
十

一
月
十
二
日

（金
）

■
場
所
　
郡
内
の
各
税
理
士
事
務
所

平
成
十

一
年
源
泉
所
得
税

年
末
調
整
説
明
会

■
日
時
　
十

一
月
二
十
四
日

（水
）

十
時
～
十
二
時

　

　

　

（法
人
）

十
三
時
半
～
十
五
時
半

（個
人
）

■
場
所
　
高
森
町
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー

（役
場
隣
り
）

Ⅲ
０
９
６
７

・
２
２

電
話
　
２

（内
線
３
２
３
）

十

一
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（七
期
）

・
固
定
資
産
税

（三
期
）
の
納
期
で
す
　
　
納
期
限

（十

一
月
二
十
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

県内各地から訪れたおよそ1,800人のグランドゴルフ愛好家 開会式 (町民体育館)
.4■

，
峯
鮨
ｙ

●  ●

●

個
人
事
業
税
の
第
二
期
分

納
期
限
十

一
月
三
十
日

個

人

事

業

税

は

、

物

品

　

／

販
売

や
、
サ

ー
ビ

ス
業
等

を

営

ん

で
お

／

ら
れ

る
個
人

　

い

の
方

が
、
そ

の
所
得
に
応

　

「
・

じ
て
納
め
る

　

．）

税
金
で
す
。

ヽ

第

二
期

分

の
納

税

通

知

書
が
十

一
月
初
め
に
発
送
さ
れ
て

い
ま
す
。
納
期
限
は
十

一
月
二
十

日
で
す
。
お
近
く

の
銀
行
や
郵
便

局
、
農
協
等

の
金
融
機
関
、
ま
た

は
県
事
務
所
税
務
課
の
窓
口
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い

し
ま
す
。

ま
た
、
電
気
料
金
や
水
道
料
金

の
よ
う
に
納
税
に
便
利
な
口
座
振

替
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
回
座
振

替
を
利
用
さ
れ
た

い
方
は
、
お
気

軽

に
県
事
務
所
税
務
課
、
ま
た
は

金
融
機
関

の
窓
口
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

個
人
事
業
税

の
こ
と
で
お
わ
か

り
に
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
県
阿
蘇
事
務
所
税
務
課
ま

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

当
選
者
発
表

主
　
　
催

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
は

，

高
森
町
役
場
　
町
民
福
祉
課

阿
蘇
郡
内
在
住
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

官
製
ハ
ガ
キ
に
問
題
の
答

・
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

（学
生
の
場
合
は
学
年
Ｙ

電
話
番
号
を
記
入
の
上
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
十

一
年
十
二
月
二
十

一
日

（当
日
消
印
有
効
）

〒
八
六
九

‐
一
六
〇
一
一　
高
森
町
大
字
高
森
二
、　
一
六
八

高
森
町
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
係

一
等

…

一
万
円
相
当
の
日Ｔ

・
・
・
十
二
本

二
竺
■

・
五
千
円
相
当
の
品

・
・
・
・
五
十
本

三
等

・
・
国
民
年
金
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
く
ま
も
と
エ
ミ

ナ
ー
ス

（熊
本
空
港
そ
ば
）
無
料
入
浴
券
四
枚

セ
ッ
ト

…

・
・
―

・
・
二
十
五
本

厳
正
な
抽
選
の
上
、
本
町
内
の
当
選
者
は
、
本
誌

「広
報

た
か
も
り
」
に
掲
載

阿
蘇
郡
町
村
国
民
年
金
協
議
会

．
　

ヽ

||||||||||三二事場轟鍵あ1轟わたし|あ人権|||
● ||||,コ挙|'IⅢⅢⅢIIIマ||´■ ||

昭和23年 に「世界人権宣言」が国際連合で採択 され、同

年、我が国の人権擁護委員制度が発足 して半世紀が経過し

ました。「世界人権宣言」は、基本的人権を守 り、自由を確

保するために、世界のすべての人々とすべての国が達成す
べき共通の目標を定めたものです。しかしながら、国民の

価値観の多様化が進むなか、物質的豊かさのみを追い求め、

心の豊かさを育むことに必ずしも意を用いない風潮や、自

己の権利のみを主張し、他人の人権を軽視する傾向が見受

けられ、社会の中で様々な人権問題が発生しております。

そこで、法務省及び全国人権擁護委員連合会は、12月 4日

(上 )～ 10日 (金 )ま での一週間を「第51回人権週間」とし
て各種啓発活動を行います。本町では特設無料人権相談が

行われます。

■日時 :12月 8日 (水 )10時～15時
■場所 :高森町林業総合センター 林業相談室
なお、本町の人権擁護委員は児玉民江さん (高森 )、 岩下

敬公さん (色見 )、 堤 国雄さん (永野原 )、 馬原清二さん

(津留)の四名の方です。

元気よく選手宣誓

藤野イクさん (上町)

熊本県芸術功労者表彰を受ける

平成11年の熊本県芸術功労者に藤野イクさ

ん (上町)な ど県内から10名 の方が表彰を受
けら、 9月 9日 、熊本ホテルキャッスルにお
いて顕彰式が行われました。芸術功労者は長

年に渡る各分野の普及推進などに功労があっ

た人に贈られます。
藤野さんは長年茶道

の普及推進に努められ

ています。特に平成 7

年、教育委員会の依頼

により、米国モンタナ

州市長夫妻 らを招待以

来、モンタナ州の ミズ

ラー子ども劇団、英語

教師、高校生などを受

け入れ、茶道の国際化

や幅広い普及に力を注

いでおられます。

(10)

推
進
月
間
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
ク
イ
ズ

～
十

一
月
は
国
民
年
金
推
進
月
間
で
す
。

年
金
ク
イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
商
品
を
当
て
よ
う
～

問
題

一
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
は
何
歳
か
ら
？

Ａ
十
八
歳
　
　
　
Ｂ

二
十
歳
　
　
Ｃ

二
十
二
歳

問
題
二
、
現
在
の
国
民
年
金
保
険
料
は
い
く
ら
？

Ａ

一
万
二
千
円
　
Ｂ

一
万
三
千
三
百
円
　
Ｃ

一
万
四
千
三
百
円

問
題
三
、
国
民
年
金
の
年
金
給
付
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
？

Ａ

老
齢
年
金
の
み
　
Ｂ

障
害
年
金
の
み
　
Ｃ

老
齢

・
障
宝
７

遺

族
年
金
等

応
募
対
象
者

応
募
方
法

応
募
締
切

応
募
先

』
員
　
　
　
　
口田

国
民
年
金
担
当

（内
線
１
３
２
）
ま
で
ど
う
ぞ
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民
年
霊
だ
よ

り


